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書 名        著 者 名      出版社       分 類 

・「とにかく、おいしい珈琲が飲みたい」 中川 ワニ／著  主婦と生活社   ﾘｮｳﾘ 596.7 ナ 

・「山猫珈琲」            湊 かなえ／著    双葉社          914.6 ミ 

・「15 歳のコーヒー屋さん」        岩野 響／著  KADOKAWA        289.1 イ 

 

【文学】   

◇「百歳人生を生きるヒント」 五木 寛之／著      日本経済新聞出版社     914.6 イ 

◇「永遠のおでかけ」     益田 ミリ／著       毎日新聞出版         914.6 マ 

◇「カズオ・イシグロ」      平井 杏子／著      水声社       930.2 イ  

【歴史】 

◇「縄文人に相談だ」     望月 昭秀／著       国書刊行会         210.2 モ 

◇「80's」         橘 玲／著        太田出版      289.1 タ 

【その他】 

◇「京の祭と行事 365 日」    星野 佑佳／写真     淡交社       386.1 キ  

◇「絵本とおもちゃでゆっくり子育て」柿田 友広／著  マイルスタッフ  ｲｸｼﾞ 599.8 カ 

◇「ぐでねこライくん」         ojarinn／著   エムディエヌコーポレーション  645.7 オ 

◇「葛飾北斎 本当は何がすごいのか」田中 英道／著      育鵬社            721.8 タ   

◇「ことばはフラフラ変わる」   黒田 龍之助／著   白水社      801.0 ク 

 

 

 

【歌う鳥のキモチ】  

石塚 徹／著 

山と溪谷社 488.1 イ  

 歌いたいキモチのピークはい

つ? なわばり内の、どこで歌いた

い? オスは二重人格? 鳥たちの面

白すぎる私生活と、歌うオスたちの

キモチに迫る。聞く人のココロにつ

いても考える。 

毎月
まいつき

23日
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は「宇美町
う み ま ち
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の日
ひ

」 

【ねこといぬ】 

H30.3 

岩合 光昭／著       

クレヴィス 645.6 イ 

母を亡くした子ネコと親代わり

に乳を与え育てるメスイヌ、ご近所

の飼い主同様に仲の良いネコとイ

ヌ…。ヒトと共存する“仲間”であ

るネコとイヌの大らかな関係を楽

しめる写真集。 

「第１０回ジャパンコーヒーフェスティバル２０１８ in 宇美町」が、 

平成 30 年５月４日（金）、5 日（土）の２日間、宇美八幡宮にて開催されます！ 

今回の特集では、コーヒーに関する本をご紹介いたします。 
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まいつき
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は「宇美町
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ひ
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【コミック密売人】       ピエルドメニコ・バッカラリオ:作 岩波書店    YK9７3 バ 
1989 年ブダペスト。15 歳のシャーンドルは、秘密裏に入手したアメコミを、仲間と売りさばいていた。ところがコミックを提供し

てくれるミクラさんが失踪し、シャーンドルの人生もまた思わぬ変転を迎える。 

【ぐるぐるの図書室】         工藤 純子：著      講談社     YK913 グ 
不思議な司書から、不思議な本と出会うきっかけを渡された小学 5 年生の子どもたちは、それぞれのラビリンスに迷い込み…。児童文

学のフロントランナー5人によるリレー小説。スペシャル座談会も収録。 

【古典から生まれた新しい物語 おもしろい話】 

日本児童文学者協会：編  偕成社     YK913 コ 
おさななじみの羽月が恋をしたというバンドのボーカルに会いにいったぼく。でもそいつは羽月のことをおぼえてなくて…。古今東西の

物語にヒントを得て書かれた 4 つのおもしろいお話を収録。それぞれの作品の最後に作者からのメッセージ、巻末に読書案内ものってい

ます。 

H30.3 

【チポロ】              菅野 雪虫：著      講談社    YK913 ス 
力も弱く、狩りも上手ではない少年・チポロ。そんなチポロに、姉のような優しさで世話を焼く少女・イレシュが<魔物>にさらわれ…。

少年よ、その手に弓を取れ! アイヌ神話をモチーフに描かれる、長編ビルドゥングスロマン。 

 

【天保院京花の葬送】         山口 幸三郎：著    KADOKAWA     ＢＦヤ 
廃墟の洋館で起きた殺人事件。現場に集まったのは、霊感女子高生の京花と、元女装少年の人理、熱血刑事の竜弥、そして霊能者の行幸。

喪服を纏った京花がおかしな奴らと「謎」に挑むとき、事件は意外な結末を迎える…。 

【アレグロ・ラガッツァ】        あさの あつこ：著   朝日新聞出版    YKF ア 
中学時代、フルートに「選ばれなかった」美由。だが高校入学早々に出会った友里香と咲哉に巻き込まれ、美由は再び音楽に触れて…。

女子高生の揺れ動く気持ちを丁寧に描いた長編ストーリー。 

今回の「ティーンズの本だな」は、山口幸三郎文庫の本から

ご紹介します。 

 昨年 10 月の「宇美町立図書館開館 10 周年を祝う会」で、

講演をいただき大変好評であった山口幸三郎さんからたくさ

んの本を寄贈していただきました。寄贈していただいた本は、

山口さん自身が書かれた本や作家としての歩みの紹介ととも

に「山口幸三郎文庫」として配置しています。 

  

【江の島ねこもり食堂】         名取 佐和子:著     ポプラ社     YKF ナ 
江の島に「ねこもりさん」と呼ばれる女たちがいた。それは島の猫の世話をするという、とある食堂の隠れた仕事。1915 年のすみゑか

ら、2017 年の麻布まで。ねこもりとして生きた女たちの人生を描く。 

【しばしとどめん北斎羽衣】      花形 みつる：著     理論社      YKF ハ 
ある名月の晩、父親が拾ってきた老人は、葛飾北斎だった-。学校に行けなくなったボクの前にコツゼンと現れた美の巨人・北斎。彼が

現代にやって来た目的とは? 時空を超えたアートの物語。 

山口幸三郎文庫が開設しました 

宇美町立図書館 

 


